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　里の駅アグリン館では､寄居蜜柑ジュースの原料となる町内各地区のみかんを
出荷いただける方を募集するとともに､アグリン館スタッフと一緒に町内の農産物
を加工・製造する｢アグリン館サポーター」を募集します。
　地元で採れた農産物を使って､“ご当地”ジュースやジャムを作ってみませんか｡
詳しくはお問い合わせください｡

▶��期間
10月下旬～令和3年2月末
▶�買い取り金額

1kg当たり 150 円(予定)
※�①氏名 ②住所 ③電話番号 ④出荷重
量(kg)･出荷時期をお知らせください｡

アグリン館スタッフと一緒に加工･
製造を行います｡ご都合のよい時間
に参加できます｡加工･製造作業が初
めての方も､スタッフが丁寧に教え
ますので安心してご応募ください｡
※�①名前 ②住所 ③電話番号をお知らせ
ください。

里の駅アグリン館
(折原1810-2､ 577･3743)

募集します！
各地区のみかんの出荷者＆アグリン館サポーター

みかんの買い取り アグリン館サポーター 申し込み・問い合わせ

　町では､地域農産物の高付加価値化を進め､地域農業の活性化を図ることを目的とした｢寄居町農産物加工施設｣の管
理運営を行う指定管理者を募集します｡
▶��指定管理者が行う主な業務�
①寄居町農産物加工施設の維持管理�
②製麺室､ジェラート加工室など各加工室の利用に関する業務

▶���募集要項および仕様書等について�
農林課で配布しているほか､町公式ホームページからも取得で
きます｡

▶���その他�
応募資格や選定基準等の詳しい内容については､募集要項をご
覧ください｡個人での応募はできません｡

▶���問い合わせ�
農林課( 581･2121内線401)

募集します！
農産物加工施設(里の駅アグリン館)指定管理者

①
殿と

の
く
ら倉
の
渡
し
（
金
尾
の
渡
し
）

　
末
野
と
金
尾
を
結
ぶ
も
の
で
、い
わ
ゆ
る

「
作
場
渡
し
」
と
し
て
、付
近
の
住
民
が
対

岸
の
耕
地
へ
行
く
と
き
な
ど
に
使
っ
て
い

た
、小
規
模
な
渡
し
場
で
す
。『
郡
村
誌
』

に
は
、渡
船
１
艘そ
う
が
用
意
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、１２
月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
は
土
橋
を
か

け
た
と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

②
日
山
の
渡
し

　

折
原
上
郷
と
末
野
の
日
山
を
結
び

「
殿
倉
の
渡
し
」
と
同
様
に
小
規
模
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

③
子こ

も
ち
ぜ

持
瀬
の
渡
し
（
上
の
渡
し
）

　
こ
こ
に
子
持
ち
岩
と
称
す
る
岩
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
「
子
持
瀬
」
と
呼
ば
れ
、折
原
の

下
郷
と
寄
居
の
六
供
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
子
持
瀬
を
通
る
道
は
、熊
谷
か
ら
秩
父

大
宮
に
至
る
街
道
の
裏
道
と
し
て
利
用
さ

れ
「
秩
父
道
」
の
名
で
釜
伏
峠
を
越
え
て
秩

父
へ
入
る
近
道
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。『
郡
村

誌
』に
よ
れ
ば
２
艘
の
人
用
の
渡
船
が
用
意

さ
れ
、
ま
た
『
風
土
記
稿
』
に
は
「
冬
よ
り

春
ま
で
は
仮
の
芝
橋
を
架
し
て
往
来
を
便

す
」
と
あ
り
ま
す
。釜
山
神
社
参
詣
の
人
々

は
必
ず
こ
の
渡
し
場
を
利
用
し
て
い
た
よ
う

で
す
。

④
中
の
渡
し

　
明
治
２６
年（
１
８
９
３
）に
、当
時
の
寄
居

町
と
鉢
形
村
と
の
間
の
往
来
を
盛
ん
に
す

る
た
め
、新
設
さ
れ
た
渡
し
場
で
す
。
そ
の

後
、
明
治
３４
年（
１
９
０
１
）に
寄
居
駅
が

開
設
さ
れ
る
と
、利
用
者
は
よ
り
多
く
な
っ

た
よ
う
で
す
。

⑤
樋ひ

の
下し

た

の
渡
し
（
下
の
渡
し
）

　
鉢
形
と
寄
居
の
樋
の
下
を
結
び
、寄
居
町

内
と
比
企
郡
小
川
町
方
面
と
を
つ
な
ぐ
重

要
な
渡
し
場
で
し
た
。『
郡
村
誌
』に
よ
る
と

２
艘
の
渡
船
が
あ
り
、１
艘
は
人
用
、１
艘

は
馬
用
と
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

⑥
赤
浜
の
渡
し

　

６
カ
所
の
渡
し
場
の
中
で
は
最
下
流
に

位
置
し
、赤
浜
と
荒
川
村
（
現
深
谷
市
）
の

川
端
地
区
と
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。川
越・

坂
戸
方
面
と
児
玉
方
面
を
結
ぶ
児
玉
往
還

（
旧
鎌
倉
街
道
）
の
重
要
な
渡
し
場
で
あ

り
、人
馬
の
往
来
は
も
っ
と
も
頻
繁
だ
っ
た

よ
う
で
す
。『
郡
村
誌
』に
は
人
用
と
馬
用
の

渡
船
が
各
１
艘
ず
つ
置
か
れ
た
と
あ
り
ま

す
が
『
風
土
記
稿
』
に
は
４
艘
も
の
渡
船
が

あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
資
料
・
寄
居
町
史　
通
史
編

　寄居町の中央を東西へ流れる荒川。現在は橋が架かり容易に渡ることができますが、かつ
ては川の両岸にあった渡し場から、船などで往来していました。
　江戸時代に刊行された『新編武蔵風土記稿（以下、風土記稿）』では、現在の秩父市から
県内最下流の川口市に至るまでに４０カ所、明治９年（１８７６）刊行の『武蔵国郡村誌（以
下、郡村誌）』では４７カ所の渡し場があったと記されています。寄居町域の荒川には、主に
６カ所の渡し場があったといわれており、主要街道上にあり、人馬の往来の絶えない渡し場
もあれば、対岸の耕作地へ仕事に行くためだけの渡し場もありました。本号では、この渡し場
についてご紹介します。
総務課（ 581・2121内線315）

寄居荒川紀行

国道254号 『渡し場』MAP①殿倉の渡し

④中の渡し④中の渡し

⑤樋の下の渡し⑤樋の下の渡し

⑥赤浜の渡し⑥赤浜の渡し

③子持瀬の渡し③子持瀬の渡し

国道254号

国道140号

釜山神社

折原

②日山の渡し②日山の渡し

鉢形

寄居

末野

金尾

赤浜

深谷市

現在の「子持瀬」付近

9月11日から13日に新潟県で開催された全国大会の女
子800ｍに､立教大学1年の福田舞菜さん(城南中出身・
写真中央)が出場しました｡結果は､予選敗退でしたが、
福田さんは｢大会へ参加できることへの感謝の気持ちと
喜びを感じ、文武両道で日々まい進していきます｣と話
してくれました｡

福田舞菜さんが全国大会出場！
日本学生陸上競技対校選手権大会

よりいトピックスTopics


